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2024 年 9 月 30 日 

－取引先の SDGs/ESG への取組みを後押し－ 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の取組みについて 

西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、松鶴建設株式会社（代表取締役 川田 和人）と   

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」（以下「PIF」）の契約を締結しましたので、     

お知らせします。 

PIF とは、お客さまの企業活動が環境・社会・経済に与える影響を包括的に分析し、特定   

されたポジティブインパクト（プラスの貢献）の向上と、ネガティブインパクト（マイナスの

影響）の緩和・低減に向けて、KPI※を設定し、金融機関がモニタリングしながら KPI 達成に  

向けて支援する融資です。 

当行は、地域金融機関として、SDGs/ESG に取組む企業を支援することで、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

※ KPI とは、Key Performance Indicator の略で目標を達成する上で、その達成度合いを計測・モニタリング

するための定量的な指標のことです。 

記 

１．PIF の契約内容 

２．設定した KPI（詳細は別紙「評価書」をご参照ください） 

社会面の KPI 

 同時に施工可能な現場数を 2024 年 7 月期の 20 件から 2029 年 7 月期  

までに 30 件に増加させる。 

 受注工事全件で、着工前会議の実施による災害防止策の検討、安全  

管理担当者の現場パトロールを実施することで、労災発生件数ゼロを

維持する。 

 今後も施工管理技士の資格手当等の支給を継続する。 

 2029 年 7 月期まで毎年平均 2.5%以上の賃上げを行う。 

経済面の KPI  2029 年 7 月期までに提携協力企業数を 80 社に増加させる。 

環境面の KPI 

 これまでの漏出事故予防策を随時見直し、毎回異なる施工環境に  

最適化しながら、油脂漏出事故 0 件を継続する。 

 2029 年 7 月期までに売上高あたりの土木・建築混合廃棄物を以下の  

水準まで削減する。 

＜2029 年 7 月期到達水準＞ 

土木：2.5t/億円、建築：4.0t/億円 

（注）当行は KPI のモニタリングを通じ、KPI 達成にむけて各種支援を行います。 

 

契 約 日 2024 年 9 月 30 日 

融 資 額 100 百万円 

期 間 5 年 

資 金 使 途 運転資金 
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３．企業の概要 

会 社 名 松鶴建設株式会社 

所 在 地 福岡県福岡市博多区博多駅前 1 丁目 5-1 

設 立 1995 年 2 月 

業 種 公益工事業、道路・鉄道建設業 

特 長 

 当社は、公共工事の元請事業者として、九州や関東のインフラ整備を  

行っています。 

 また、当社は、難易度の高い工事に挑戦し、独自の技術力を磨き上げる  

とともに信頼や実績を積み重ね、地域社会への貢献に取り組んでいます。 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先 

法人ソリューション部 進藤・久保山 TEL 092-476-2741 























 

 



















 













 

 

 



 



 

 

 



 



 

 


















